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講義ノート
中国の社会・法制事情と日中交流
西 村 幸 次 郎
一、甲斐の国から─悠久、雄大、多様の大地を想う
＊歴史ある南昌廬山真夏旅
＊オルドスやチンギスハンの星の海
＊なつかしや金銀桂香（か）南寧路
（桂花は木犀、金桂は金木犀、銀桂は銀木犀です）
＊富士見酒李白の心おぼろげに
私は、2006年12月に甲府に移り住んで、間もなく、山梨の誇る俳人・飯田龍
太（2007年月逝去、享年86歳、巨匠飯田蛇笏の四男、長年笛吹市境川に住
む）に関するテレビ番組（NHK2007年月日放送の『金曜山梨』の「風土
の力 漂泊の心〜俳人 飯田龍太の世界」、テレビ山梨（UTY）「飯田龍太の
生涯」（2008年月23日）や毎日新聞の追悼記事（2007年月25日）及び「余
録」（月日、月21日）に紹介されている「一月の川一月の谷の中」、「偽
りのなき香を放ち山の百合」の句に出合い、句作、そして歌作に関心をもつよ
うになりました。氏は、「詩は無名がいい」、「俳句は地方の文化である」と言
われます。2008年11月には、「飯田龍太展」（山梨県立文学館）に足を運び、氏
の生涯の一端に触れました。また、山梨の風土に生きた俳人を知ってもらいた
いと思い、「あの人に会いたい─飯田龍太」（NHK）を講義で観ることもあり
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ました。山梨学院大学法科大学院は、「地域に貢献できる法曹」の育成を一つ
の目標にしていることもあり、山梨の素晴らしい環境のなかで育まれた俳人の
生き様を知ってもらいたいとの思いがあります。
私は、これまで、法の継承性、憲法、人権、家族法、民族法、企業と私有財
産、合弁企業、一国家二制度、日中関係などについて、関心を払ってきました
が、振り返ると中国という未知の社会に対する漠然とした期待と関心から出発
して、文化大革命（1966年〜1976年）の混乱と悲劇、改革・開放（1978年末以
降）とその後の市場経済化とグローバル化（全球化）の展開のなかに、中国の
抱える問題点を見るとともに、担当する「中国の社会と法」・「中国の憲法」・
「中国の企業と法」（法科大学院）、「比較法特殊講義」（大学院社会科学研究
科）、「中国の社会と法」・「中国の経済と法」・「演習」（法学部）、「アジア法Ⅰ
（中国）」（亜細亜大法学部）の講義の中で、受講者には「悠久、雄大、多様の
大地」の実情を映像の観賞を通じて関心をもってもらうように努めています。
自由と人権、膨大な人口の圧力と人口政策、民族問題、市場経済化による
「社会主義」からの離脱の道と経済優先による格差の拡大と精神面（モラル）、
教育面の立ち遅れ、砂漠化防止・緑化と公害などの環境問題、偽物問題と知的
財産権、食品の安全性などにおいて、国際社会に難問を投げかける中国につい
て、法的側面から関心をもってもらい、文化、学術、経済の交流の上で、何ら
かの裨益するところがあれば、と願っています。
この数年、色々の問題と展開があり、日本にも影響が生じ、日本と類似する
問題も起きました。「消閑の芸」といわれそうですが、拙い俳句・短歌ととも
に若干の問題を考えることにします。
なお、本講義ノートは、「桃源郷に赴任して」、「甲斐賛歌」、「悠久の大地を
想う」、「山学春秋」、「花粉症歴50年」、「震災を詠む」（山梨学院大学大学院社
会科学研究科院生誌『ハムラビ会報』第12号〜17号、2007年〜2012年、会報名
はモニュメントの「ハムラピ法典石柱」（レプリカ）に由来します）、「中国と
の経済交流」（『読売新聞』山梨版、2009年月29日）及びシンポ「日本現代中
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国学会の60年を振り返る」における報告（2011年10月22日、近畿大学、『現代
中国』86号）をベースに、補・加筆したものであることをお断りします。
二、自由、人権の問題
＊人権を求めて受くる平和賞地震の如く大地を揺らす
1989年月の天安門事件の際、天安門広場において、学生たちのもっていた
武器を破壊する劉暁波氏の姿が「天安門事件 空白の時間に迫る」
（NHK1994年月日の『クローズアップ現代』）の番組で紹介されていたこ
とに強烈な印象を受けました。「08憲章」とその主唱者である同氏が2010年12
月にノーベル平和賞を受賞しましたが、国家政権転覆罪で11年の懲役刑を受け
て獄中にあり、授章式への家族や友人などの出席は実現しませんでした。中国
政府は、内政干渉として、激しい批判を展開しました。ノーベル平和賞は、こ
れまで最も政治的色彩の濃厚なものとして、その価値が問題視されてきたもの
です。
中国は、「人権の保障」（憲法33条）を規定し、「社会主義法治国家」（憲法	
条）の建設を目指していますが、政治的安定、社会主義秩序の維持を最優先と
するため、わたしたちの享有する自由、人権とは大きな違いがあります。
1989年月の天安門事件の対応に対する内外の批判において、党と政府は、
中国の国情から西欧的な価値観と制度（三権分立と司法の独立、複数政党制、
言論・報道の自由など）の拒否、西欧的自由、人権、民主主義の受け入れを断
固拒否する姿勢を強調し、このような基本姿勢はその後の党大会において確認
されています。言論の自由について、「思想の自由なき言論の自由」「政治的権
利」（石塚迅「人権法」西村編著『現代中国法講義』第三版、33頁、法律文化
社、2010年）と特徴づけられるように、社会体制と党の指導に抵触する言動は
認められないのが中国の現状です。最近の問題として、チベット、ウィグルな
どの民族問題、汚職・腐敗問題、環境問題などについての研究の自由と報道の
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自由に相当の制限が見られます。
これまでの研究交流において思い出すことがいくつかあります。
まず、呉擷英氏（当時、北京大学憲法学講師）が愛知大学に研究滞在中、早
大比較法研究所において「中国の法制と法学」の講演（『比較法学』第17巻第
号、1983年）をして頂いたことを契機に交流がありました。天安門事件の少
しばかり前の時期ですが、私は1987年11月に、呉氏（当時、北京大学副教授）
に通訳をしていただき、北京大学において「日中関係の若干の問題」（「日中関
係的若干問題─恢復邦交15周年的思考」『国外法学』北京大学、1988年期に
収載）、「中国公民の権利・義務─比較法的考察─」、「現代の良心と日本国憲
法」のテーマで講演しています（西村著『現代中国の法と社会』法律文化社、
1995年、208〜211頁）が、このときの受講者のなかに民主化要求の集会・デモ
への参加者があったものと思われます。呉氏は、滞在中の香港から民主化要求
を支援していたことで、北京に戻ることを断念し、その後シンガポールで仕事
に就いていると聴きます。
この「08憲章」の署名者のなかには、筆者が交流のあった研究者もいます。
一人は、天安門事件の際、総書記（当時）の趙紫陽派として軟禁された于浩成
氏（群衆出版社社長、憲法学）です。改革派の旗手で憲法学、政治学の分野で
活躍されていた同氏とは1987年月（東京）、同年11月（北京）に交流したこ
とがあり、また、「各国憲法の保障制度および監督組織の比較研究」（『比較法
学』第22巻第号、1988年）を翻訳したことがあります。この論文で、同氏は
現行憲法の「主要な欠陥は、いまだ憲法監督の専門組織を設置していないだけ
でなく、違憲行為の処理の仕方について、明確かつ具体的に規定していないと
いうことである」、「民主集中制と分権・抑制・均衡の二つの原則は、決して完
全に対立し互いに排斥しあうものではない。われわれの被ったかつての挫折と
失敗が、既にこうした真理を証明している。」 と指摘していました。このよう
な見解は、恐らく「和平演変」（平和的手段によって政府を転覆させる）に繋
がるものとして、党と政府は容認できなかったものと思われます。
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于氏の見解との関係で想起することに、筆者が天安門事件前に刊行した『中
国憲法の基本問題』（成文堂、1989年月）について、1994年夏に交流のあっ
た若手の憲法研究者から、本書が全面的で科学的研究であり中国で是非とも翻
訳・出版したい、との話があり、出版社の了承を得て、その作業が進んでいる
なか、本書に引用・参照している于氏について、「ある者は」又は「×××」
に変えて欲しい、と言われました。本書の意義や私個人の基本姿勢に関わる問
題でもあり、このような変更の申し出を断りました。結局、この企画は頓挫し
てしまいました。中国の政治、社会にとって無害であるものが翻訳、紹介され
ているのかも知れません。
このことを念頭に、私は『現代中国の法と社会』（前出）の「はしがき」に
おいて、「中国法研究」の「若干の問題」の一つとして、次のように指摘した
ことがあります。「日中の学術・文化交流において、中国側の事情に属するこ
とであるが、「双百」（「百花斉放」「百家争鳴」）によって、「学術の自由」を保
障しているものの、「研究に制限区域はなく、宣伝には規律がある」とするこ
とによって、研究者の仕事は主に党の決定を普及・宣伝することであり、それ
を自由に批判することは許されない。知識人の心理の中に「四つの基本原則」
の枠が絶えず制約原理として作用せざるをえない。そのため、率直な意見交換
や政治・法意識にかかわる実態調査はかなり難しく、「内部文件」の扱いにも
苦慮する。」
私は、これまで、関係者の協力を得て、法の継承性、憲法、民族法、家族法
などの分野の翻訳、紹介に努めてきましたが、中国の研究者は、私の論稿を中
国に紹介することには後込みするようです。党と政府の主流と異なる見解があ
るからでしょう。天安門事件以降、そのような傾向が強く感じられます。「天
安門事件20年」（2009年月日の『クローズアップ現代』）において、ジャー
ナリストの李大同氏が、「中国の知識層の大部分は政府に買収されている」と
発言していたことが気になります。
もう一人の「08憲章」の署名者は、2004年12月に開催された「中国、法治社
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会への転換」（山梨学院大学）のシンポにおいて「中国における裁判所改革お
よび司法独立について」を報告された賀衛方氏（北京大学教授）です。同氏の
報告は、「社会全体変革の一部分としての裁判所改革」、「裁判官の任官制度」、
「司法権の行使方式」、「裁判所の管理制度」、「結び」から構成され、これに対
して私は、通山昭治「司法制度」及び王雲海「刑事法」（前掲『現代中国法講
義』初版、2001年、所収）を参照の上、「司法界をめぐる問題状況」、「法官法
の改正と裁判官の資質の向上の問題」、「制度の問題」、「司法腐敗」、「裁判官の
国際感覚と国際標準の問題」、「多発する土地収用をめぐる紛争や騒動」、「法規
範と儒教思想」、そのほか三権分立の拒否、私有財産の保護などの諸点からコ
メントを行いました。（山梨学院大学法科大学院、行政研究センター『中国、
法治社会への転換』165頁以下、183頁以下、2005年月）
中国政府は、「08憲章」（インターネット参照）に対して「国家人権行動計画
綱要」（2009年月、中国研究所『中国年鑑』2010年）によって、「人権」に関
する改善策を提示していますが、両者の隔たりは極めて大きいものがありま
す。
「08憲章」は次の通り述べています。
「一、まえがき」は、法治と憲政の状況について以下のように言います。「法
律があっても法治がなく、憲法があっても憲政がなく、依然として誰もが知っ
ている政治的現実がある。統治集団は引き続き権威主義的統治を維持し、政治
改革を拒絶している。そのため官僚は腐敗し、法治は実現せず、人権は色あ
せ、道徳は滅び、社会は二極分化し、経済は奇形的発展をし、自然環境と人文
環境は二重に破壊され、国民の自由・財産・幸福追求の権利は制度的保障を得
られず、各種の社会矛盾が蓄積し続け、不満は高まり続けている。とりわけ官
民対立の激化と、騒乱事件の激増はまさに破滅的な制御不能に向かっており、
現行体制の時代遅れは直ちに改めざるえない状態に立ち至っている。」
「二、我々の基本理念」は、自由、人権、平等、共和、民主、憲政の六つに
ついて言及しています。
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「三、我々の基本的主張」は、次の19項目にわたります。
、憲法改正、、権力分立、、立法民主、、司法の独立、	、公器公
用、、人権保障、、公職選挙、、都市と農村の平等、、結社の自由、
10、集会の自由、11、言論の自由、12、宗教の自由、13、国民教育、14、財産
の保護、15、財税改革、16、社会保障、17、環境保護、18、連邦共和、19、正
義の転換
これに対して、2009年月13日に国務院新聞弁公室「国家人権行動計画綱
要」（2009〜2010年）は、以下のような構成で、中国政府の対応を提示しまし
た。
序文において、「中国政府は人間中心を堅持し、「国は人権を尊重し保障す
る」という憲法の原則を徹底させ、人権の普遍的諸原則を尊重するとともに、
基本的国情から出発して、人民の生存権、発展権の保障を人権保障の第一に重
要な位置に据え、経済・社会の質、効率が良好で速い発展を踏まえて、すべて
の社会構成員が平等に参加し、平等に発展する権利を法律に基づいて保障して
いる。」として、以下の項目から、人権行動計画を掲げています。、経済的、
社会的および文化的権利の保障、、市民的権利と政治的権利の保障、、少
数民族、女性、子供、高齢者および障害者の権利保障、、人権教育、	、国
際的人権義務の履行および国際的人権分野の交流と協力。
「08憲章」と「国家人権行動計画綱要」の対立点は歩み寄り難いものがあり
ます。「08憲章」は天安門事件の再評価にも繋がるものであり、党と政府は西
側の制度を断固拒否することをことあるごとに強調しているからです。ここに
は、中国の歴史、現状と課題、将来展望の違い・対立が見られます。
中国では「思想の自由」は憲法上の保障規定を欠きますが、最高指導者の鄧
小平が「思想の解放」を提唱して、改革開放と市場経済化を推進し、「三つの
有利」（社会主義社会の生産力の発展、社会主義国家の総合国力の増強、人民
の生活水準の向上に有利）によつて「姓社姓資」（社会主義か資本主義か）を
批判し、公有制概念を拡大解釈したことにより、憲法の保障する言論の自由の
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枠を事実上自ら踏み越えてしまった、と考えられます。その後は、江沢民の
「三つの代表重要思想」（党が「先進的社会生産力の発展の要求」、「先進的文
化の前進の方向」、「最も広範な人民の根本的利益」を代表する）によって私営
企業家を重視するなど、後戻りのできない資本主義の道に踏み込み、社会主義
の枠内では説明ができない状況にあります。
8000万人を越える党員を擁する中国共産党の内部に多様なイデオロギーの対
抗が現出しつつある中で、八つの民主党派を巻き込みつつ、「中国共産党の指
導する多党合作制および政治協商制」（憲法序言）の枠組みを越えるシステム
を模索しなければならないでしょう。（前掲『現代中国法講義』第三版、13頁、
17頁）
中国は、今も「中国的特色を有する社会主義」の表現によって、社会主義の
堅持を強調しています。経済（所有）、政治（権力）、文化（思想）のすべての
側面で、非社会主義的要素が拡大しています。「先富起来」（先富論）ととも
に、政治と経済の均衡の困難性、汚職・腐敗、貧富の格差が顕在化し、抗議行
動が連日のように発生していると伝えられています。富の分配のアンバランス
が孟子の「不患貧而患不均」（貧は恐れず不均を恐れるの意、「論語」）を想起
させます。
今年月の全国人民代表大会において、文化大革命の再来を懸念する温家宝
発言も見られます。私は、文革を評価するものではありませんが、文革の理論
を上げるとすれば、その中心は張春橋の「ブルジョア的権利思想の打破」、そ
してこれを踏まえた「プロレタリアート独裁の下での継続革命」であったと思
われます。絶対的平均主義の追求が非現実的であり、人々の理解を得られない
ばかりか、極端な悲劇を生み出しました。（『中国憲法の基本問題』、104頁以下
参照）
社会主義制度の優越性としての「平等」が大きく崩れ、分配の不平等と格差
の拡大、そしてこのことと密接な腐敗・汚職問題が人々の不満を造成していま
す。
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「人民民主主義独裁の社会主義国家」（1982年憲法序言）と規定される国家
の性質について、その後の数回の部分改正において変更を加えておりません
が、階層、階級の構成上の大きな変化とともにこのような表現では説明できな
い状況にあります。
労働者階級の前衛として、国家権力の中枢にある共産党の正当性が問われて
います。
かつて、私は、「歴史的事業を達成してきた世代が政治の舞台から退くこと
により、党の歴史的実績に依拠することに説得力がなくなり、またその後の展
開が政治と経済の統一の困難性に起因する腐敗現象を増大させており、党は
人々の尊敬の対象ではなくなりつつある」（前掲『グローバル化のなかの現代
中国法』第版、15頁）と指摘したことがありますが、このような傾向は残念
ながらますます強まっているように見えます。
とても不幸なことですが、身の危険を覚悟しなければ政府や党に対する批判
が困難な状況にあり、党国体制（party-state）が採られているなかで政治と経
済が癒着、未分離の関係にあることが腐敗・汚職の温床となっている、と言え
ます。
受講生から「党の財政基盤」に関する質問を受けたことがありますが、これ
まで財政報告を見たことがありません。党と国の財布が一緒になっているもの
と考えられ、党財政の不透明が気になります。
「網民」（ネットユーザー）が	億人といわれるほどにインターネットの普
及が見られ、その規制が困難になっている状況において、不正、不透明な問題
に対するネットによる告発は避けられません。2011年の高速鉄道事故において
は経済優先による安全軽視が露呈しましたが、関係者の対応（責任の所在、原
因の究明、情報の公表など）はメディアや世論の声に押されて、少しは改善さ
れたようです。
情報の規制に関わる問題ですが、グーグル（谷歌）は当初一切の規制に妥協
しない方針を強調していましたが、結局のところ、中国での経営利益を優先す
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ることにより、一定の制限を受忍することによって、中国に止まることになっ
たのは記憶に新しいことです。
報道・ネット規制の対象は、文化大革命、天安門事件、土地の強制収用、汚
職・腐敗事件、民族、宗教、環境、人口抑制、エイズ（AIDS、後天性免疫不
全症候群）などの多くの分野に及んでいます。
講義では、文化大革命に関する「ワイルド・スワン─激動の中国を生きた三
代の女性たち─」（1993年12月日NHK・BS、1992年 BBC制作）、「中国悪魔
の夫人江青VS周恩来 壮絶バトル・大革命被害者億人」（2000年月日、
日本テレビ）、「毛沢東─文化大革命─」（2007年月26日、NHK・BS、2006
年フランスの制作）、天安門事件に関する「天安門事件 空白の時間に迫る」
（1994年月日、NHK『クローズアップ現代』）、「自由の代償─天安門事件
指導者たちはいま」（1999年10月10日、NHK・BS）などの映像は、中国近現
代史を知る上でとても有益です。特に留学生の皆さんは驚きをもって観賞して
いるようです。
「日中関係─メディアの果たす役割」（2008年10月11日 NHK・BS）、「中国
のネット規制」（2009年月日 NHK・BS）などに見るように、国益を優先
する中国と公益を優先する日本のメディア事情の相異に留意する必要がありま
す。
中国では、以前、「報道」よりも「正しく導く」「報じて導く」という意味で
「報導」の言葉が使われていましたが、現在もこのような傾向があります。戦
前の日本でひたすらに民を欺き戦争を美化する「報導」が強調されていまし
た。
「報道の自由」（新聞自由）は、天安門事件の際の民主化要求の一つでした。
「真実のニュースを報道する自由」（報道真実新聞的自由）は、かつて統一戦
線政府の中国人民政治協商会議共同綱領（43条）に規定されていましたが、社
会主義化の進行とともに、社会の安定を揺るがしかねないものとされ、その後
の各憲法（1954年、1975年、1978年、1982年）に存在しません。
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三、環境問題
(一）殺虫剤、有害物質の混入と偽造
＊初春や四知に学ぶ人の道
＊超然物外の道求むるもこの俗世には誘惑多し
＊秋霜に泥を塗りたる割り屋をり
冷凍ギョーザにメタミドホス、粉ミルクにメラミンが混入した問題や「地溝
油」（下水油）の製造など、命と健康に関わる深刻な問題が世界を驚かせてい
ます。原因の速やかな解明と責任の所在の追及の進展、集団訴訟の展開が注目
されます。（2008年月28日の NHK『海外ネットワーク』、『毎日新聞』2008
年月19日、『朝日新聞』2008年11月19日）特に、冷凍ギョーザ事件は、事件
の発生後年余り後の2010年月に、容疑者が逮捕され、一応の解決が報道さ
れていますが、混入の経路、本当に単独犯（一個人作案）なのかなど、不透明
性は拭い切れません。（『毎日新聞』2010年月21日、『朝日新聞』2010年	月
15日）
2008年新春のテレビ番組で「四知」の言葉を使う方がありました。「四知」
は、後漢前期大尉の楊震（西暦124年没）が県令王密の贈金十斤を拒絶したと
きに言ったとされ、「ふたりの間だけの秘密でも、天も知り、地も知り、我も
知り、相手も知っているから、いつかは他に漏れるものであるということ」
（「後漢書楊震伝」『広辞苑』参照）です。
また、投資環境に関わる問題ですが、中国は、「ニセモノ大国・天国」とい
われるほど、多くの分野に及ぶ知的財産権の侵害が深刻です（『毎日新聞』
2007年	月31日、テレビ東京「膨張する中国ニモノ」2010年月24日、同「中
国リスクの真実─日本企業が直面する本当の危機─」2010年11月日『ガイア
の夜明け』など）。最近注目されている「クレヨンしんちやん」の著作権問題
がやっと30万元（約400万円）の損害賠償を得る（2012年月18日の各紙、
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NHK『ニュース深読み』月28日）ことで決着しましたが、中国に進出して
いる日本企業の損失は10兆円に達するともいわれます。長年「人民の共有財
産」の観念が強く、知的財産権が意識されようになったのは2001年のWTO
加盟時期からのことです。偽物とは知らないで劣悪な労働条件で製造に当たる
人々がおり、偽物によって利益を得る業者は後を断ちません。国民の意識の向
上、取り締まり体制と罰則の強化が期待されますが、購買力とも関係のある問
題です。（小林正典「市場経済化と知的財産権の課題」前掲『グローバル化の
なかの現代中国法』、139頁以下）
日本でも、程度の違いはありますが、消費・賞味期限、原材料・産地につい
ての偽装表示、耐震基準の偽装、判決文・調書・診断書偽造、偽装請負、粉飾
決算、年金記録改ざん、教員採用をめぐる贈収賄、振り込め詐欺、事故（汚
染）米の不正転売、替え玉など、「もうけ主義」の弊害やモラルの欠如問題が
後を絶ちません。「投機」と「投資」の混乱がこのような事態の背景にありま
す。最近関心を呼んだ大河ドラマ『龍馬伝』や『坂の上の雲』で知られる司馬
遼太郎が、「資本主義の正道は投資であり、投機はバクチではあるまいか」
（『毎日新聞』夕刊2009年月12日）とする発言を想起します。それとともに
「超然物外（chaoran wuwai ちょうぜんぶつがい」（社会に対して超然とする
の意、葉夢得「石林詩話」）の四字熟語を思い出しました。2004年夏、内蒙古
財経学院を訪問して交流した際、この言葉が書かれた掛け軸を記念にもらいま
した。
大阪地検特捜部の郵便不正事件における調書改ざん事件は検察官の不当な取
り調べと法曹倫理の欠如を露呈しました。裁判官は「/裁0の一字入り八咫
鏡」、弁護士は「天秤載せヒマワリ」、検察官は「秋霜烈日」の記章をそれぞれ
付けますが、俗に「割り屋」といわれる検察官は正にこれに泥を塗るものであ
ったと言わざるをえません。また、このところ相次いでいる「冤罪」と「誤
判」に最終的責任を負う裁判官には、「八咫鏡よくよく磨き裁かれよ」の声を
伝えなければなりません。
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(二）砂漠化と黄砂
＊大地から霾の来て富士がなく
＊黄砂去り笑顔の富士がまた戻る
＊開発と環境保護の難題を抱ふる大地確かと見つめん
中国内陸の草原の砂漠化（ゴビ、タクラマカンなど）が原因といわれる黄砂
（霾・つちふる）問題が気になります。「平均で年間約500万トンも日本上空に
飛来し、その分のから半分が国内に降下している」、「降下した黄砂は、呼
吸器疾患や花粉症などを悪化させる」（『毎日新聞』2009年月17日夕刊）とい
われています。黄砂に関する二句は、2008年月上旬に詠んだものです。その
後、2011年	月上旬、今年月には九州地方で、黄砂を観測しました。特に、
関西、中国、九州地方に黄砂とともに「空中死神」ともいわれる酸性雨を記録
したことがあります。
講義では、山梨県富士吉田出身の遠山正瑛鳥取大学名誉教授（2004年月27
日に97歳で逝去）の内モンゴル恩格貝における植樹活動を扱った「緑の長城を
築けー砂漠と闘う日中の男たち」（NHK・BS、2002年月28日）を観賞する
ことがありましたが、受講者はこのフィルムに大変感動したようです。氏が亡
くなる二年ほど前に書かれた、「地球の砂漠開発 一本道 これ私の人生」、
「この世に生まれ出たら自分の足跡を残してこの世を去る 人のため世のため
に足跡が役立つこと」（インターネットの「心の沙漠学校」の欄参照）からは、
故人の並々ならぬ緑化への情熱と決意を感じます。氏の植樹活動は中国政府と
現地の人々から高く評価され、感謝の印しとして現地には銅像が建てられてい
ますが、日本人の銅像が建てられたのは初めてのことといわれます。また、お
そらくは「草原法」（1985年）と「砂漠化防止法」（2001年）の制定に対して同
氏の少なからぬ貢献があったものと考えられます。
私の学生時代、当時の日本は高度経済成長の道をひた走り、複合汚染の「公
害列島」の様相を呈していました。メチル水銀の水質汚染による熊本や新潟の
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水俣病、カドミュームによる岐阜・富山のイタイイタイ病が発生し、川崎、四
日市、大阪などの工場煤煙による大気汚染が酷いものでした。光化学スモッグ
注意報がしばしば出て、眼の痛みを感じたものです。
こうした日本の公害の経験から、中国の環境関係者は学ぼうとしています。
中国は、経済発展を最優先で驀進してきたため、現在、「公害大国」とも言わ
れます。中国の各地を視察・旅行中に、大気汚染（排気ガスと煤煙）を体感す
る機会が増えてきました。中国環境問題研究会編『中国環境ハンドブック』
（蒼蒼社、2012年）、北川秀樹編著『中国の環境法政策とガバナンス』（晃洋書
房、2012年）や新聞記事（『毎日新聞』2007年月19日、『朝日新聞』2007年
月22日）等で、日本にも紹介されており、あらゆるタイプの公害・汚染とスケ
ールの大きさに驚くばかりです。
中国政法大学の王燦発教授（環境法）と京都大学の植田和弘教授（環境経済
学）との対談で構成された「環境法律家 王燦発─中国・環境汚染との闘い」
（NHK・BS、2008年月26日『未来への提言』）には、深刻な環境問題に敢
然と取り組む王教授の奮闘振りや日本や先進国が中国において公害を発生させ
てきたことに対して大きな責任があること、そして環境問題における国際協力
の重要性を強調し、日本の技術協力が期待されている様子が描かれています。
(三）煙害
＊若き日のタバコ論争今もなほ愛煙家とは親しくなれず
＊節分や煙鬼追ふ声国中に
嫌煙家としての気持ちを詠んだものです。会議、研究会、パーテーの際、喫
煙者がいないことをいつも祈っていますし、愛煙家にはできるだけ近寄らない
ようにしています。ゼミの学生たちには、「タバコは吸ってもいいが吐き出す
な」、「私の前でタバコを吸ったら単位はやらない」などと、本音をもらすこと
もあります。
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長年にわたって花粉症に悩まされてきたからかも知れませんが、近くに喫煙
者がいると眼や呼吸器官に影響を感じます。喘息の人は、タバコの煙りにも息
苦しさを感ずるようですし、肺ガンや心臓病などの諸病の原因ともいわれ、受
動喫煙の深刻な被害も多数報告されています。オーストラリアは、これらの治
療費が膨大になることから、タバコ税を上げたと言われます。
中国語で「烟酒」（タバコと酒）は「研究」と同じような発音（yanjiu）で、
「烟鬼」（ヘビースモーカー）、「酒鬼」（大酒飲み）、「賭鬼」（博徒）などの言
葉があります。私は、以前、中国人と親しく交流するためにはタバコを勧める
のがよい、といわれ、タバコを土産に持参したことがあります。シンポや宴席
で喫煙者の多いことにしばしば閉口することがあり、自分の信念に反すること
から、その後、タバコは持って行かないことにしています。喫煙者億	千万
人、受動喫煙者（二手烟）億千万人、タバコ疾患による死者が年間120万
人といわれる「喫煙大国」の中国では、「屋内公共施設の全面禁煙」の公約が
守られていない（『読売新聞』2011年月日、『毎日新聞』2011年月22日）
事態を改善するために、2011年	月から「公共施設」での喫煙について、経営
者に対して500元（約6200円）から万元（約37万円）の罰金を科すことにな
りました（『毎日新聞』2011年	月日夕刊）。
(四）四川大地震と東日本大震災
＊恐ろしき四川の地震いやがうへ阪神淡路重ねて想ふ
＊訪れし成都の名所都江堰青城山地震に無残
＊放射能汚染に怒る「五円玉」農工水の業立ち行かぬ
＊原発を進めたる責め問はるるなか憤怒の声のフクシマに満つ
＊津波から逃るる術の「てんでんこ」三陸の知恵切なくひびく
＊被災地に賢治の心蘇り美（は）しき東北日本を鼓舞す
都江堰は、紀元前世紀に時の太守・李冰が設計、建造した巨大水利事業の
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傑作として万里の長城にも匹敵する大事業と言われ、青城山は約1900年前に張
道陵が開いた道教の本山の一つとして知られる景勝地です。（『世界文化遺産─
青城山・都江堰水利事業』TBS、2004年月14日、『世界遺産への招待 道
（タオ）が救い 水が潤す─青城山と都江堰水利施設─』NHK、2010年11月
13日）私は、2003年秋に訪れたことがあります。
この地に2008年	月12日、マグネチュードの四川大地震が起き、万人弱
の犠牲者が出ました。私の講義の受講生で羌族の留学生の故郷・茂県も被災地
となりました。家族は皆さん無事だったとのことですが、どんなにか辛い体験
だったことと思います。また、日本の救援隊の礼儀正しさが中国の人々に感動
を与えました。
私は、豊中市に住んでいたときの1995年月17日の未明（	時46分）、マグ
ネチュード7.3の阪神淡路大地震が起きました。まさに驚天動地、睡眠中で何
が起こったか、一瞬分かりませんでした。書棚が頭部に倒れてきましたが、た
またま並べてあった土門拳の『古寺巡礼』（全	巻、美術出版社）が支えとな
り、難を逃れることができました。これまであんなに怖い思いをしたことはあ
りません。
昨年月11日に発生した予想外のマグネチュードの超巨大地震と大津波、
そして福島第一原子力発電所の「メルトダウン」（炉心熔融）によって、未曾
有の大災害となりました。「東日本大震災」といわれるように、青森、岩手、
宮城、福島、茨城、千葉の各県の広範囲が被災し、死者万5854人、行方不明
3155人（月11日現在）、避難者34万3935人（月23日現在）が一年後の状況
です。テレビの映像や新聞は、家族、友人、家屋、田畑、漁船、家畜、ペッ
ト、そして仕事など、大切なものを失った人たちの悲しみと憤りを連日伝えて
います。
被災地の復興にどれほどの年月を要するか分からない状況が続いています。
私は震災詠によって被災地に思いを寄せています。今のところ、少しばかり
の義援金や被災地の物産の購入に協力するぐらいしかできませんが、自分にで
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きること、一人一人にできることを、長期にわたつて考えなければなりませ
ん。
岩手は花巻出身の詩人である宮沢賢治の「雨ニモ負ケズ 風ニモ負ケズ」で
始まる詩が、被災地の多くの人々を励ましています。全国から、そして海外か
らさまざまな支援が続いて来ました。中国からの放水機の支援が印象に残って
います。
三陸地方は、今回のほかに貞観（869年）、慶応（1611年）、明治（1896年）、
昭和（1933年）など数々の大地震を経験しています。「此処より下に家を建て
るな」の津波石碑が建てられ、防潮堤を強化するなどの対策がとられてきまし
たが、巨大津波には役立たなかったようです。
このような危険性のある三陸地方に「津波てんでんこ」が言い伝えられてき
ました。これは、「津波の際はてんでに（各自で）逃げて命を守るべし」、「津
波が来たら、とにかく高いところに逃げる」（『毎日新聞』2011年月19日夕
刊）ということです。この「てんでんこ」を実践して助かった子どもたちの行
動は、玩具の「でんでん太鼓」を連想させます。
「五円玉硬貨」のデザインは、日本の基本産業の農業、工業、水産業を示す
「稲穂」、「歯車」、「水」から構成されています。「五円」は「ご縁」につなが
る縁起物としても知られ、裏面の「双葉」は民主主義の発展を期待するものと
言われます。
原発事故の「メルトダウン」による放射能汚染は、もっとも深刻です。原子
力発電所が福島県に10基、日本列島に54基が存在すること、また、ベント、マ
イクロシーベルト、ベクレル、ストレステスト、メルトダウン、プルトニー
ム、被曝、ホット・スポットなどの言葉は今度の事故を巡る報道から初めて知
りました。
「安全神話」に警鐘を鳴らしたチェルノヴィリの原発事故（1986年月）や
東海村の臨界事故（1999年月）等の経験を充分に検証してこなかったことが
悔やまれます。
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産学官協同による「原子力の平和利用」の名のもとに経済発展を最優先して
きた関係の電力会社、大学・研究機関、政府・官庁の責任はとりわけ大きいと
言わざるを得ません。反対派や少数派から出された問題点、慎重論を無視・軽
視した結果の事故でもあります。
事故の収束、原因の解明、責任の所在、150万人〜200万人の生活保障を含む
賠償、再発防止、代替エネルギーの開発など、迅速な取り組みが望まれます。
四、民族問題
(一）北京オリンピック
＊悠久の大地の歩み描き印す開幕式の豪華演目
＊民工は五輪の最中何をする
＊北島の二冠の泳ぎカエル王
＊大プレー小さき台に力技北京五輪のピンパンチュー
中華民族の大祭典と言われた北京オリンピックの開会式において、実際に歌
っていた林妙可ちゃんは自分の声と思っていたようですが、別の少女による
「口パク」問題、少数民族ではなく漢族の子供を起用したこと、コンピュータ
ーグラフィックによる花火の演出などが後に報道され批判されましたが、中国
五千年の絵巻によるスケールの大きな開会式は感動的でした。張藝謀監督の五
輪にかける熱い思い─「山と水と太陽と笑顔」─が、俳優の香川照之氏との対
談（NHK・BS「チャン・イーモウ 北京オリンピックを語る」2008年12月28
日）に良く表現されています。
中国政府と北京市は、美観や治安問題の対策から、農民工（農村の出稼ぎ
者）に対して、五輪の開催中、出身地や別の地域への移動を求めていました
が、終了後はまた北京に戻り、仕事につくものと思っていました。その後の世
界金融危機の影響もあり、この人達はいっそう厳しい状況に追い込まれること
を心配しておりましたが、農民工や失業者の救済のために57兆円もの財政支出
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を行い、一定の成果を上げました。なお、農民工の戸籍問題については、西島
和彦「人口流動化の進展と戸籍制度」（前掲『グローバル化のなかの現代中国
法』所収）が参考になります。
競技では、殊に、北島康介選手の二冠の泳ぎが感動を呼びました。平泳ぎは
中国語で「蛙泳 wayong」と言います。また、趣味の一つである卓球に注目し
ていました。福原愛ちゃんブームで人気の出て来た卓球は中国語で「乒乓球
pingpangqiuピンパンチュー」です。中国が発祥地と思っている人が意外に多
いようですが、実は、イギリスのバーミンガムで、テーブルテニス（table
tennis）といい、ピンポン（pingpong）は俗称です。北京五輪では、特に張怡
寧選手のパワフルで芸術的なプレーに感心しました。
(二）民族問題─チベット、ウィグル、そしてアイヌ、沖縄
＊チベツトの民が求むる自治の道ヒマラヤのごと厳しく険し
＊ウィグルの正餐食し聴く音色誇りの高き民族想ふ
＊垂れ込むる北京五輪に暗雲がチベツトに継ぎ新疆にも
＊新たなるアイヌ沖縄知りて今国の歴史を沈思するなり
20年ほど前から少数民族地域に関心を持ち、これまで海南島（省）、内蒙古
自治区、青海省、寧夏回族自治区、四川省、貴州省、雲南省、新疆ウィグル自
治区、広西チワン族自治区などを視察し、現地の関係者と交流してきました。
2003年度から2005年度の三年間は、「中国民族法制の総合的研究」（海外学術調
査）の科研費プロジェクトの代表者を務め、その成果について編著『中国少数
民族の自治と慣習法』（成文堂、2007年）として取りまとめました。この経験
から、民族区域自治とその中心となる自治権の形骸化、民族慣習法の根強い存
在、そして西部大開発の計り知れない影響などを体感しました。
2008年の北京オリンピックの聖火リレーをめぐって、世界の各地で抗議行動
が起きました。その背景には、中国の人権や民族をめぐる問題があります。特
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に、チベット自治区は区都のラサを除いて、チベット仏教を信仰するチベット
族が圧倒的に多数です。ダラムサラにあるチベット亡命政府は、分離・独立を
目指さず、高度の自治を求め、チベットの文化・言語・宗教・教育・知識等の
継承・発展はチベット人によって担われ、保護されるべきである、としていま
す。
また、新疆ウイグル自治区には、分離・独立の運動の歴史があり、他のイス
ラム諸国と国境を接しており、イスラム教を信仰するウィグル族が相対的に多
い地域です。
私は、2000年夏と2003年夏にチベット文化圏の青海省（西寧、同仁県黄南蔵
族自治州など）を視察したことがありますが、そのときは、隆務寺や民家にダ
ライ・ラマ14世の写真が飾られてあり、信教の自由が意外に拡大していると感
じましたし、2005年夏にはカシュガルを訪問し、ウィグル族の風俗習慣に触れ
ることができました（前掲『中国少数民族の自治と慣習法』、18頁〜20頁参
照）。中国の党と政府は、「宗教はアヘンであり、廃絶の対象である」とする見
解をとっていますが、チベット文化圏での焼身自殺が絶えないことが報道され
ていますし、経済格差の拡大、貧困層の増大が進む中、宗教に頼る人々の増加
は必然ともいえます。青海民族学院のチベット族研究者が、自分たちの精神的
豊かさは日本の物質的豊かさに勝る、という趣旨のことを強調していたことを
思い出します。
どちらの地域でも、1980年代末に社会学者の費孝通によつて提唱された「中
華民族多元一体論」（吴宗金編著／西村監訳『中国民族法概論』初版第刷、
1999年、成文堂、〜頁、廣江倫子翻訳部分、小林正典「民族法」、前掲
『現代中国法講義』200頁）の下に漢民族の移住による生活、文化の漢化が進
んでおり、天然資源が自分たちの生活改善・向上に必ずしも使われているとは
言えない現状に対する不満があります。交流のあった現地の人々は今どのよう
な思いで暮らしているのか、時折、気になります。それとともに、2005年夏の
新疆大学での民族法をめぐる交流の難しさを感じたことを思い出します。後
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日、トフテイ氏の問題（2009年月日、TBS）を通じて、新疆における民族
問題の敏感性を改めて感じました。
日本華人教授会議主催の「グローバリズムと多文化社会─中国の現実、世界
の課題」（2008年11月22日、於早大大隈小講堂）のシンポジウムに参加の機会
を得ました。
中国人研究者三氏による基調講演のテーマと内容は次の通りです。
、ショニマ（チベット族、中央民族大学副校長、チベット学研究所長）
「チベット社会：歴史と現状─チベットの人権問題の視点から─」
一、旧チベットの人権記録
二、新チベット人民の権利は保障される
、郝時遠（モンゴル族、中央民族学会長、中国社会科学院人類学民族学研
究所長）
「中国の内モンゴル自治区とモンゴル族」
一、中国民族区域自治制度の先行者
二、科学的発展観の視野における「内モンゴル現象」
三、民族区域自治におけるモンゴル族及びその文化的発展
、楊聖敏（回族、中国民族学会副会長、中央民族大学人類学社会学院長）
「中国モスリムの歴史と現状─現代のウィグル族と漢族の関係を中心
に─」
、中国モスリムの民族概況
、新疆民族概況─地理位置、民族、人口
、ウィグル族の族源問題
、ウィグル族と漢族の関係と調査
三氏の基調講演は、中国政府の民族政策の成果を説明するものでした。そし
てこれらの講演を受けて、パネル・デスカッション「多民族・多文化社会と近
代国家システム」において、五氏から以下のコメントがなされました。（）
山内昌之氏（東大教授、イスラム研究者）─日本の単一民族史観の誤り、（）
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谷野作太郎氏（元中国駐在大使）─ウィグル族と漢族の共存共栄の難しさ、
（）又吉盛清氏（沖縄大教授）─沖縄人に独立志向を持たせている背景、
（）宇梶静江氏（北海道ウタリ協会、アイヌ人活動家）─独自の文化と国を
奪われたアイヌの生活と権利の回復、（	）李鋼哲氏（朝鮮族、北陸大教
授）─二つの祖国をもつ朝鮮族にとつてパラダイムの転換の必要性。
中国を漢民族の側から見るか、それとも少数民族の立場から見るか、によっ
て中国像が変わってくるようです。
この年（2008年）月の国会でアイヌ民族の先住性が初めて認められました
が、これから生活の補償、文化の維持・発展に対する取り組みが注目されま
す。
テレビ番組「あるダムの履歴書─北海道・沙流川流域の記録─」（2010年
月日、教育テレビ）と「深く掘れ 己の胸中の泉─沖縄学のまなざし─」
（2011年月20日、教育テレビ）は、アイヌ民族と琉球人の歩んできた苦難の
歴史と彼らの日本政府に対する要求が描かれており、日本の民族問題を考える
うえで貴重な映像です。
現在の普天間基地の辺野古移設問題に象徴されるように、沖縄の「国内植民
地」の現状が沖縄の人々を苦しめていることに心を痛めます。
五、日中関係
＊ハイラルの要塞の壕訪ね見て小鬼と呼ばれし時代を想ふ
＊日本軍アヘンで戦費稼ぐとは初めて知りし歴史の真
＊「靖国」に国の危ふさ観て想ふ
日本と中国は、歴史上、文化上の深い関係を有するとともに、「一衣帯水」
（一本の帯のような狭い川・海）（出典は南史陳後主紀）の極めて近い関係に
ありますが、歴史認識問題がことごとに日中関係を揺らし、「政冷経熱」（政治
関係は冷却しているが経済関係は熱い）や「政凍経冷」（政治関係は凍り経済
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関係は冷却している）の事態を繰り返してきました。
NHK スペシャル「日本軍と阿片」（2007年月17日）から、日本軍が戦費
を作るため中国東北地方でアヘンやヘロインの原料となるケシを栽培していた
ことを初めて知りました。また、公開授業（2008年11月10日）において鑑賞し
た「靖国」には靖国をめぐる様々の動向、かつての軍国主義の精神的支柱に傾
倒する勢力の一定の存在、刀匠や人々（元兵士、遺族、平和団体、世界各地）
の対応・感情が描かれていました。さらに、田母神前航空幕僚長が「我が国が
侵略国家というのは濡れ衣」といったことは中国をはじめとするアジア諸国の
人々の感情をひどく傷つけました。
「中国青年代表団」との交流（2008年11月16日、スパランドホテル内藤）の
席では、日中関係が話題となり、代表団の一人から、首相・閣僚はどうして靖
国参拝を続けるのか、日本はなぜドイツのように謝罪と補償ができないのか、
という質問を受けました。
ドイツでは、ナチスによる被害に対して連邦補償法（1956年）によって1993
年までに支払われた補償（一時金、年金）は約726億マルク（マルク約65
円）、補償対象者がいなくなる段階で1200億マルク以上に達すること、そして
昭和天皇の戦争責任、中国の賠償請求権放棄の意義、米ソの当時の駆け引きと
中華民国（台湾）との関係、政府開発援助（ODA）問題との関係などについ
て意見を述べました。かねてから「日本の政治経済にどのような影響があった
としても、戦争賠償の責任を果たすべきであったし、また、もし日本がそれを
履行していたならば今日の復興・発展はありえなかったであろう」（「日中不再
戦」田畑忍編『非戦・平和の論理』法律文化社、1992年、306頁）とする私の
考えを付言しました。
この問題に関連して、「命をかけた日中友好─岡崎嘉平太」（2007年月19日
教育テレビ『ラストメッセージ』）には、「信は縦糸、愛は横糸、織りなせ人の
世を美しく」を信条に周恩来との深い信頼関係の上に LT（廖承志・高崎達之
助）貿易を支え、国交回復の基礎を築いた岡崎の大きな役割が描かれていま
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す。また、「日中国交正常化35周年」（2007年月26日 NHK『その時歴史が動
いた』）には、周恩来の戦争賠償放棄の考えを知って田中角栄首相が国交回復
の政治決断を行ったことが理解されます。
このような歴史認識問題に関連して、最近の名古屋市の河村市長が南京大虐
殺の存在を否定する発言をしたことは、極めて大きな問題です。
2010年月の尖閣諸島での中国漁船による日本の巡視船に対する衝突事件を
契機に中国が尖閣諸島の領有権問題を「核心的利益」とし、日中の新たな厳し
い対立点となっています。この問題の背景には、航空母艦の建造によるシーレ
ーンと資源の確保、台湾問題への対応があります。梁雲祥氏（北京大学国際関
係学院教授・新潟大学法学部客員教授）による「釣魚島紛争と日中関係」の特
別講義（2010年10月22日）では、尖閣諸島（中国名は釣魚島）が中国領土であ
ることについての文献を紹介したうえで、この問題の解決の「三つの可能性」
について以下のような説明がなされました。
、実力の衝突：可能性が少ないが、絶対的にないとはいえないから、ホッ
トラインを作って両方とも避けるべき
、互いに妥協または国際司法の処理：可能性も少ない、両方ともしたくな
いから
、主権を棚上げにし、地域の多国間協力の枠組みを作って、本当に共同領
有と開発をする
中国側も、かつて『人民日報』（1953年月日）において、尖閣諸島が琉
球群島に含まれる、と書いていましたが、1968年に海底に油田が埋蔵されてい
る可能性が明らかにされてから、中国の領土であると主張しています。いずれ
にしてもこの政治的な領有権問題は、日中の国民感情の悪化をもたらす恐れの
ある問題であり、これからの日中関係に重くのしかかってきます。
六、日中の経済交流
＊冠雪のことに気高き富士の山
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＊桃源の郷にひたりて夢心地
＊ワイナリー甲斐と大地を繋げたり
山梨県では、山梨学院大学が中国の南開大学、天津社会科学院、北京語言学
院、北京大学国際関係学院、復旦大学、西安交通大学、南昌大学と提携して多
くの留学生を受け入れています。また、県は1985年から四川省と友好関係にあ
り、日本語講師を派遣してきましたが、これは2009年月をもって終了し、そ
の後は緩やかな形態で交流が続けられています。最近は、石和温泉が「おもて
なしの心」を学ぶ研修生を受け入れ、観光客の誘致に一役買っていますし、富
士山観光が中国の人たちに人気のようです。
私にとって山梨県はほとんど知らない土地でした。「山があるのにヤマナシ
ケン」などと小学校時代に県名を覚えましたが、初めて山梨県を訪れたのは四
半世紀ほど前の1986年月初めのことです。丁度、桃の花が満開で、この地が
「桃源郷」と言われる所以が分かりました。
日中合弁ワインの「チョモランマ」「蓬莱閣」がモンドセレクションの金賞
を受賞し、合弁の草分けであるルミエールの工場（笛吹市一宮）を見学したと
きのことです。1984〜	年に、縁あって合弁事業に少しばかりかかわることと
なり、その後の展開に注目していました。利益配賦や経営感覚の違いによって
撤退してしまいましたが、「補償貿易」（1983年）から「合弁企業」（1985年
〜1991年頃）への展開については、「日中合弁企業の現状と問題点─ルミエー
ル社長・塚本俊彦氏に聞く─」（前掲『現代中国の法と社会』137頁〜147頁）
において、対談内容（一 日中合弁会社設立の経緯 二 契約書等の関係文書
および生産量 三 問題点）を整理して、次のようにまとめました。「この対
談には、日中合弁企業に情熱を傾けた日本側当事者の生の体験が多面的に語ら
れている。ブドー酒醸造という特定産業、煙台という地域性、改革開放政策に
ついての対応の地域差、法体制上の未整備と法観念（責任、契約）の希薄さ、
日中間の経営感覚の相違、日中戦争の傷痕などの諸要素を織り成しているとい
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うことができるし、「技術移転」に集約される日中経済交流の難しさを如実に
伝えるものとなっている」（137頁）。
現在、合弁、独資（単独外資、全額外資）などの形態で、中国に進出する企
業は万社を越えるといわれていますが、沿海部と西部地域、合弁型と全額外
資型、環境への配慮、成功例や撤退例などを考慮することが大切のようです。
特に撤退例の詳細がほとんど公表されていないのは、おそらく企業秘密や面子
にかかわる問題があるからでしょう。その意味で、この対談内容は貴重なもの
と自負しています。
「世界の工場」から「世界の市場」に転換しつつある中国に、アパレル、外
食、家電量販、フィルム、コンビニ、スーパー、化粧品、自動車、電気、重機
などの企業が進出してきました。
北京オリンピックと上海万博を開催し、世界第二位の経済大国になり、アジ
アにおける巨大なプレゼンスを誇る中国と「相互依存関係」が深まっており、
中国抜きでは日本の将来は考えられなくなっている状況において、「互恵互利」
「双贏」（shuangyin）や「競存」関係の構築の必要性が強調されています。
現在、国際金融経済の影響、人民元の切り上げ（2005年月固定相場制の
ドル6.845元から8.28元へ、そして2012年月には変動幅を％に変更するな
ど）、企業所得税法の改正（2007年月、2008年月施行）による外資優遇税
（「二免三減」─二年間免税、次の三年間減税）の変更、人件費の高騰と日系
企業での労働者の賃上げストの続発、労働契約法（2008年月）による最低賃
金の導入、賃金の未払いに対する制裁、その他労働条件の改善、人材確保の困
難性など、従来とは異なる投資環境の諸問題があります。（田中信行編『最新
中国ビジネス法の理論と実務』弘文堂、2011年、三村光弘「対外経済法」、前
掲『現代中国法講義』所収、徐治文「グローバル化と中国外商投資企業法」、
前掲『グローバル化のなかの現代中国法』所収を参照）
コストダウンを目指して、「China＋ One」が言われるようになり、インド、
ベトナム、タイ、インドネシア、バングデッシュ、カンボジア、ラオス、ミャ
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ンマーやロシアなどにシフトする企業が増えています。それとともに、中国の
西部地域への進出を図る企業も見られます。
中国人従業員を管理職に採用したり、日本側社長が誕生会、運動会、カラオ
ケ大会を開いて従業員を気遣うなど、細かい配慮が見られます。（「中国/春
闘0最前線」2011年月30日 NHK・BS）中国進出企業が富裕層や中間層を対
象とする場合、格差や貧困層の問題をどのように考えるか、が重要となりま
す。また日本人の若者の就業の機会を狭める結果を招いていることも考えなけ
ればなりません。
七、「草原情歌」のこと
＊崑崙にとどけとばかり歌ひこむカザフの心「草原情歌」
「草原情歌」は、学生時代に初めて出合った歌です。留学生の歓迎会、そし
て友人やゼミ生の結婚式において、何回か披露しました。中国語で歌える数少
ない歌です。
十年余り前のことだったと記憶していますが、NHK教育テレビの「名曲ア
ルバム」の「草原情歌」を聴く機会がありました。録画して、特に「民族法」
の講義の際に、観賞するようにしています。
この歌は、青海省に居住するカザフ族の民歌といわれます。映像では、吐藩
（チベット）に政略結婚で嫁いだ唐の皇女・文成公主のこと、中国最大の青海
湖、羊とヤク、大草原、この地域に多い少数民族（カザフ族、回族、チベット
族、モンゴル族など）、西寧のイスラム寺院と市場などが、「草原情歌」のメロ
デーとともに紹介され、「悠久、雄大、多様の大地」が凝縮されていることを
感じます。
私は、2000年夏と2003年夏に、この地を訪れ、上記の光景を見ることができ
ました。青海民族学院の交流において、「草原情歌」を参加者とともに一緒に
歌ったことを懐かしく想い出します。
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